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愛あ
た
宕ご

澤ざ
わ
遺
跡　

秋
葉
区
草
水
町
二
丁
目

　

今
か
ら
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
ご
ろ
、
寒
冷
期
が
終
わ
り
、
徐
々
に
気
温
が

上
昇
し
て
現
在
の
気
候
に
な
る
。
こ
の
気
候
の
変
化
と
と
も
に
縄
文
時
代
が

始
ま
る
。
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
の
移
行
期
、「
神み

子こ

柴し
ば

型が
た

石せ
き

斧ふ

」

と
呼
ば
れ
る
大
形
で
刃
先
が
磨
か
れ
た
石
斧
が
使
わ
れ
た
。
長
野
県
神
子
柴

遺
跡
で
明
ら
か
に
な
っ
た
神
子
柴
型
石
斧
は
、
全
国
の
三
〇
〇
遺
跡
ほ
ど
で

発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
一
点
だ
け
の
出
土
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

新
津
丘
陵
の
愛
宕
澤
遺
跡
で
は
六
点
出
土
し
た
。

　

愛
宕
澤
遺
跡
は
、阿
賀
野
川
支
流
の
新
津
川
（
旧
、能の

う

代だ
い

川が
わ

）
に
近
い
、

標
高
一
五
〜
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
あ
る
。
平
成
十
（
一
九
九
八
）

年
と
十
三
年
に
新
津
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
し
た
。

　

遺
跡
の
近
く
に
は
、過
去
に
須
恵
器
の
窯
跡
（
草く

そ

水う
ず

町ち
ょ
う

二
丁
目
窯
跡
、

二
四
ペ
ー
ジ
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
当
初
は
古
代
・

中
世
の
窯
跡
や
製
鉄
遺
跡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
思
い
が
け
ず
縄
文
時
代
草
創
期
（
一
万
二
〇
〇
〇
〜
一
万
一
〇
〇

〇
年
前
）
初
頭
の
石
器
が
一
二
点
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
出
土
地
は

図４　遺跡の位置　２万
5000分１地形図「新津」図５　愛宕澤遺跡
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標
高
一
五
メ
ー
ト
ル
、
出
土
範
囲
は
五
メ
ー
ト
ル
四
方
ほ

ど
で
あ
る
。
一
二
点
の
う
ち
六
点
が
神
子
柴
型
石
斧
で
、

ほ
か
は
石せ

っ

核か
く

・
礫れ

っ

器き

・
敲

た
た
き

石い
し

で
あ
っ
た
。
石
斧
は
六
点
と

も
折
れ
て
い
た
が
、
完
全
で
あ
れ
ば
一
五
〜
二
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
と
推
定
さ
れ
る
。

　

愛
宕
澤
遺
跡
で
は
、
折
れ
た
石
斧
の
み
が
残
さ
れ
て
い

て
、
石
斧
を
加
工
す
る
と
き
に
出
る
石
屑く

ず

が
出
土
し
て
い

な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
付
近
で
石
斧
が
使
用
さ
れ
、

折
れ
た
も
の
が
意
図
的
に
集
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

こ
の
時
代
は
、
日
本
列
島
に
暮
ら
す
人
々
が
土
器
を
使

い
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
愛
宕
澤
遺
跡
で
は

土
器
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
発
掘
は
限
ら
れ
た
面
積
の

部
分
的
な
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
近
く
に
ム
ラ
が
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
る
。
近
い
将
来
、
新
津
丘
陵
で
新
潟
市
最
古

の
土
器
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

図６　出土石斧


